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Tentative overview on long COVID: 
SARS-CoV-2 leads to all kinds of disease
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Abstract
Background：Coronavirus disease 2019 (COVID-19) is an infectious disease caused by severe acute 
respiratory syndrome coronavirus 2 (SARS-CoV-2). Though symptoms of patients with COVID-19 mostly 
seems to resolve within two weeks from its onset, significant proportion of people have persistent 
symptoms like fatigue, anxiety, dyspnea, cough etc. Long COVID is a collective term which means 
conditions in which patients suffer from miscellaneous symptoms for weeks or months after their 
diagnosis.
Purpose：To summarize current understanding of the epidemiology and supposed pathophysiology of long 
COVID with its impact on clinical practice.
Methods：Narrative, non-systematic review of literature on long COVID.
Results and Discussion：Until now, long COVID has no consensus on its definition as well as criteria. It 
has a variety of clinical course with fluctuating symptoms, but the duration and prevalence are not clear 
yet. Though its symptomatology resembles myalgic encephalomyelitis/chronic fatigue syndrome (ME/
CFS), their relationship is still unknown. Since long COVID might be often confused as functional somatic 
syndrome (FSS) or somatic symptom disorder as well as ME/CFS, it has potential of turning into big 
arguments between doctors and patients which is regarded as contested illness in medical sociology.
Conclusion：Long COVID is an emerging disease of SARS-CoV-2 infected persons with enigmatic 
symptomatology. Though Japan has a few specialty outpatient clinics for long COVID until now, the number 
of potential patients might be huge which implies future chaos of clinical practice.
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1．はじめに

2019年12月に始まった新型コロナウイルス
（severe acute respiratory syndrome coronavirus 2：
SARS-CoV-2）による感染症（coronavirus disease 
2019：COVID-19）は，急性期に重症でなくとも，
たとえ軽症から中等症であっても，急性期症状の
収まった後も，数ヶ月にわたり，さまざまな愁訴

（疲労感，抑うつ，不安，不眠，認知機能障害，
呼吸困難，動悸，頭痛，胸痛，関節痛，筋痛，脱
毛，味覚障害，嗅覚障害，慢性咳嗽など）を遺す
ことが少なくないことが次第に分かってきた1）．
こうしたCOVID-19患者に遷延する心身の症状を
long COVIDと呼ぶ2）．Long COVIDは医学的に
説明のできないさまざまな症状を呈することか
ら，不定愁訴と判断され，医師・患者関係に深刻
な影響をもたらす可能性がある．本稿では，long 
COVIDの概要をまとめ，医療社会学的概念であ
る「認められぬ病」（contested illness）3）の観点か
ら，その今後の実地臨床への影響を考察する．

2．Long COVIDとは

Long COVIDはCOVID-19の急性期を脱した後
も全身にさまざまな症状が続くことを包括的に指
す言葉で，COVID-19後症候群（post-COVID-19 
syndrome）4），慢性COVID症候群（chronic COVID 
syndrome：CCS）5），長期 COVID（long-haul 
COVID）6），遷延 COVID（long-tail COVID）5），
SARS-CoV-2感染急性期後続発症（Post-Acute 
Sequelae of SARS-CoV-2 infection：PASC）7）な
どとも呼ばれるが，まだその定義や診断基準に医
学界でのコンセンサスはない8）．Long COVIDは，
COVID-19後に継続・出現するさまざま症状につ
いて，2020年5月から数週間でツイッターを通じ
て急速に患者の間に広まった言葉であり，その
後，この言葉はメディアや学術誌でも用いられる
ようになった9）．急性期後の2週間以降に1つ以
上の症状を持つ人はCOVID-19の診断を受けた患

者の80%（95%信頼区間65-92%）にも及ぶ．アイ
ルランドで実施された主観的評価尺度Chalder 
Fatigue Scale（CFQ-11）を用いた小規模追跡研
究（追跡期間の中間値は発症後10週）では，128
名の研究参加者のうち，67名（52.3%）が疲労状
態にあった10）．また，英国国家統計局（Office 
for National Statistics：ONS）によれば，感染後
5週の時点で有症状の人が21.1%（95%信頼区間
19.9-22.1%），12週の時点で9.9%（95%信頼区間
6.7-14.7%）であった11）．Long COVIDがいつま
で続くのか─場合によっては生涯続く可能性のあ
るものなのか─については，全く不明である12）．
また，急性期COVID-19の重症度とlong COVID
の発生率には相関はない9）．性差については明確
ではないが，女性のほうがlong COVIDに罹患し
やすいとする研究もある20）．

急性期のCOVID-19は呼吸器症状を呈すること
が多いが，消化器，循環器，腎，血管・血液，神
経，皮膚，内分泌など，全身にさまざまな合併症
が生じることもある13）．こうしたSARS-CoV-2
の多臓器親和的な性質を反映し，long COVIDは
全身に50種類を超える多彩な症状を生じる14）．
Long COVIDの多彩な症状は，主に①ICU後症候
群，②ウイルス感染後疲労症候群，③恒久的臓器
傷害，④長期COVID-19症候群の4つ15）の他，⑤
治療に用いられた薬剤の副作用，⑥COVID-19の
合併症（気胸，気縦隔，肺塞栓，心筋梗塞，脳卒
中），⑦COVID-19後の心理的問題，⑧重複感染
などが複合して生じるものと考えられている16）．
しかし，⑨SARS-CoV-2の持続感染17）や⑩自己
免疫機序なども病態として想定されている11）．さ
らにSARS-CoV-2には脳幹親和性があり，脳幹
機能の障害でlong COVIDの諸症状が説明できる
とした⑪SARS-CoV-2による脳幹傷害説もあ
る18）．

Long COVIDの症状に関する5報のコホート研
究（追跡期間の中間値60 ～ 140日）によると，疲
労（28.3 ～ 98.0%），呼吸困難（7.7 ～ 87.1%），胸
痛（12.3 ～ 73.1%），関節痛（7.8 ～ 78.1%）など
が多い1）．症状は浮動性でさまざまな症状が消長
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することも多く19），急性期にみられた症状数が少
なくても，その後に症状数が激増するケースが少
なくないなど20），症状の数や強さの推移はさまざ
まである．カリフォルニアで行われた1,407名の
SARS-CoV-2のポリメラーゼ連鎖反応（poly-
merase chain reaction：PCR）検査が陽性の非入
院患者の電子カルテを用いた追跡調査では，発症
後61日を超える時点で有症状の患者の約32%が
病初期10日目までのPCR検査の時点では無症状
であった21）．すなわち，病初期に無症状であって
も，後にlong COVIDとなる人が少なくなかった．

3．筋痛性脳脊髄炎／慢性疲労症候群様
症状

米国立アレルギー・感染症研究所（National 
Institute of Allergy and Infectious Diseases：
NIAID）の所長，Anthony S. Fauci は，SARS-
CoV-2感染後の患者が筋痛性脳脊髄炎／慢性疲労
症候群（myalgic encephalomyelitis/chronic fatigue 
syndrome：ME/CFS）に著しく似た感染後症候群
を起こすことがある，と述べた22）．ME/CFSは
認知機能，免疫系，内分泌系，自律神経系に関連
する多様な症状を伴う原因不明の持続性の激しい
疲労を呈する疾患である23）．1988年にMEとCFS
は同一疾患であると見なされるようになり24），さ
らに2015年，全米科学アカデミー医学研究所

（Institute of Medicine of National Academies：
IOM）が症状を整理し，全身性労作不耐疾患（sys-
tem exertion intolerance disease：SEID）と呼ぶ
よう提案した25）．

全世界で1億1千万名のCOVID-19が発生した
場合に，1千万名を超えるME/CFS様症状が全世
界で新たに発生するとの見積もりがある26）（なお，
2021年3月5日 の 時 点 で 既 に， 全 世 界 で の
COVID-19の累積感染者数は1億1千5百万を超
えている）．一方，ME/CFSの一般人口における
有病率は0.65%（95%信頼区間：0.43-0.99%）と
見積もられており27），これを国連人口基金の
2020年の人口統計28）の世界の全人口・77億9500

万人に単純に外挿すると，約5,066万人が現在全
世界でME/CFSに罹患していることになる．す
なわち，2021年3月初旬の時点で全世界のME/
CFSの2割に相当する人数が，新たにlong COVID
としてME/CFS様症状を生じたことになる（た
だし，ME/CFSの多くでは病悩期間は年余にわ
たるが29），long COVIDによるME/CFS様症状の
持続期間は不明である）．

SARS-CoV-2の感染がME/CFS様症状を起こ
しても不思議ではない．たとえば，オーストラリ
ア東部Dubbo市で行われたEpstein-Barr virus，
Coxiella burnetii，Ross River virusの感染者・計
253名に対するコホート研究で，6ヶ月の時点で
CFSの診断基準を満たす人は28名（11%）であっ
た30）．シンガポールで行われたDengue virus感染
症で入院した患者127名に対する調査で，発症よ
り2か月後の時点で疲労ありであったのは31名

（24.4%）であった31）．この他，重症急性呼吸器症候
群（severe acute respiratory syndrome：SARS）32），
ヒトherpesvirus-6感染症33），West Nile virus感
染 症 34）， ヒ トparvovirus B19感 染 症 35），Ebola 
virus病36），Giardia腸炎37）などでも，感染後の
ME/CFS様症状との関連が指摘されている．こ
うした種々の感染症の急性期後に慢性的にME/
CFS様症状が続くことを感染後疲労症候群（post-
infectious fatigue syndrome：PIFS）と呼ぶ 38）．
COVID-19では，脳霧（brain fog）と呼ばれる認
知機能の低下もしばしばみられる5）．しかし，
long COVIDの患者からは，long COVIDを既知の
疾患であるME/CFSや感染後疲労であるとは認
識されたくない，という意見もある39）．また，テ
ヘラン市で行われたCOVID-19で入院した患者
120名を対象とした追跡研究では，発症から6 ヶ
月後にCFSのFukuda基準40）（米国疾病管理予防
センター［Centers for Disease Control and Pre-
vention：CDC］が1994年に作成したCFSの診断
基準）を満たしたのは3名（2.5%）で，これは
2017年 に 発 表 さ れ た2004年 のPorter Novelli 
HealthStyles surveyのデータから推定した米国一
般人口でのCFSの有病率（男性2.3%，女性1.8%
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であり，文献26で示したME/CFSの有病率より
も遥かに高いことやME/CFSでは概ね女性が男
性の2倍を超える有病率であることなど，他の研
究と一致しない点があることに注意する必要があ
る）41）と概ね一致するので，COVID-19の罹患が
CFS発症のリスクを増加させることはないとす
る研究もある42）．

4．認められぬ病

Long COVIDは多彩な症状を呈するが，その病
態も有効な治療法も明らかでない．特にME/
CFSとの関連・類似性が示唆されるが43），ME/
CFSの病態や有効な治療法は確立していない44）．
疲労感，抑うつ，不安，不眠，認知機能障害など，
long COVIDの症状の多くは，うつ病・身体症状
症 な ど の 精 神 疾 患 に も み ら れ45）， あ る い は
COVID-19への罹患やCOVID-19が流行している
生活環境がそれら精神疾患を誘発する可能性があ
るため46），COVID-19発症後の臨床経過を考慮し
て，long COVIDであると判断することになる．
しかしながら，long COVIDの定義や診断基準が
医学界でコンセンサスを得られていない以上，こ
れを独立した一個の臨床単位として考えるべきか
どうかは不明であり，long COVIDは機能性身体
症候群（functional somatic syndrome：FSS）47）と
見做され，その診療を巡って，医療現場ではさま
ざまな混乱が予想される（例えば，患者はlong 
COVIDだと思っているのに，医師はlong COVID
ではなく，うつ病や身体症状症であると診断する
など）．すなわち，long COVIDはME/CFSと同
じく，医学的に説明できない症状に苦しむ者やそ
の代弁者が，医学研究者・臨床医・医学会による
抵抗にも関わらず，それを正統な生物医学的な疾
患として承認させようと奮闘する一連の病態を包
括する医療社会学的概念である「認められぬ病

（contested illness）」3）の一つとなる可能性がある
のである48）．しかし，COVID-19の医療従事者で
の感染者が多いことから，long COVIDに関する
social networking service（SNS）を通じた患者団

体が医療従事者・医学者等によって組織されてお
り，オンラインで調査研究し，その研究結果や医
療・医学研究に対する意見49, 50）を積極的に学術
誌に投稿しており，従来の「認められぬ病」とは
異なり，直接的に医学研究や診療をリードする可
能性がある（逆にミスリードする可能性もあるが，
筆者は医学者や医療従事者が自らの罹患する疾患
を当事者として研究することには，大きな利点が
あると考えている）．

2020年9月に英国医師会雑誌（British Medical 
Journal：BMJ）の主催のlong COVIDに関するウ
エビナーで，パネリストのNisreen Alwan（自身
がlong COVID-19に罹患したSouthampton大学公
衆衛生学准教授）は，long COVIDを「COVIDの
検査をした・しなかったに関わらず，COVIDを
示唆する症状の出現から数週から数か月経過して
も回復しないこと」（not recovering [for] several 
weeks or months following the start of symptoms 
that were suggestive of covid, whether you were 
tested or not）と定義したが51, 52），これをlong 
COVIDの定義とすると，COVID-19の症状は上
述したように多彩であることから，何を以て
COVID-19を示唆する症状とするのかが問題とな
る．また，Alwan准教授自身が述べているように，
症状や経過からCOVID-19の可能性が高くても，
COVID-19の補助診断検査（SARS-CoV-2のPCR
検査や抗原検査等）を受けることのできなかった
人もいる53）．したがって，現時点では，Alwan准
教授の定義のように，long COVIDを広く拾い上
げる方向（広義のlong COVID）で研究を進めるこ
とが，long COVIDの病態や疫学の解明には有用
であろう．しかし反面，広義のlong COVIDでは，
特異度が低く，さまざまな類似の疾患群をlong 
COVIDとして拾い上げてしまい，long COVIDを
疾患として定義して実地診療で用いるには難があ
る．

5．おわりに

以上，long COVIDを概観し，その医療社会学
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的な含意を考察した．すでに日本でもlong COVID
の追跡研究が実施されており54），また，long 
COVIDの専門外来も開かれている55, 56）．我が国
のCOVID-19の人口当たりの感染者数・死者数は
東アジア諸国の中では多いものの，欧米に比べて
著しく低いが57），我が国でCOVID-19により入院
した患者の退院後に実施した電話調査54）で，63
名の患者中，発症後120日の時点で呼吸困難（7名，
11.1%），疲労（6名，9.5%）などを認め，我が国
でもlong COVIDは今後大きな課題となってくる
ものと考えられる．

COVID-19は医療従事者の感染も多く，英国で
は国会議員有志がlong COVIDを職業病として扱
い，医療従事者を始めとするキーワーカー（エッ
センシャルワーカー）に適切な補償をするよう声
明を出している58）．従って，医療従事者の罹患が
多い以上，long COVIDの患者たる医療従事者た
ちの主導するlong COVID研究が今後も推進され
るであろう．また，long COVID研究によりME/
CFSに関する新たな知見も期待できるのではな
かろうか．

その一方で，long COVIDの病態は不明であり，
臨床診断に有用な何らかの客観的指標があるわけ
ではない．そのことが医療現場での混乱を招来す
ることは想像に難くない．しかし，希望はある．
COVIDワクチンの接種後，long COVIDが劇的に
改善したとするNew York Times紙の報道59）があ
り，また先述のNIAID所長，Anthony S. Fauciも
COVIDワクチンの接種により，long COVIDが改
善する可能性があると述べている60）（いっぽうで
COVIDワクチンがlong COVIDに類する症状を
惹起する可能性に対する懸念が人々のワクチン忌
避につながっているため，その懸念を払拭する必
要もある61））．むろん，今後の詳細な検討を俟た
ねばならないが，多少なりとも解決への手がかり
となるだろう．

本稿は日々さまざまな知見が発表されるlong 
COVIDに関する暫定的なレビューだが，医療現
場でのさまざまな混乱の解決や研究の推進に寄与
することを期待している．
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